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おしらせHOTコーナー 
     

　
近
隣
４
市
１
町
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お

届
け
し
ま
す
。 

   

第
５
回
み
ん
な
で
つ
く
る
「
ド
レ
ミ
フ
ァ

そ
う
か
コ
ン
サ
ー
ト
」 

Q
１
月
２４
日
豸
　
午
後
１
時
３０
分
開
演
（
１

時
開
場
） 

L
草
加
市
文
化
会
館
ホ
ー
ル 

O
市
内
の
演
奏
家
や
中
学
生
な
ど
が
参
加

し
て
、
み
ん
な
で
創
り
上
げ
る
手
づ
く
り

の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
夏
か
ら
練
習
し
て

き
た
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
華
麗
な
音
色
や
プ
ロ

の
演
奏
で
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

観
客
も
演
奏
者
も
、
会
場
一
体
と
な
っ
て

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。 

出
演
／
草
加
市
内
中
学
生
有
志
（
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
）
、
草
加
市
演
奏

家
協
会
、
川
柳
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
遣
聲

会
、
新
栄
太
鼓
、
草
加
経
済
ク
ラ
ブ
会
員 

P
無
料
（
要
整
理
券
。
草
加
市
文
化
会
館

等
で
配
布
） 

J
草
加
市
文
化
協
会
蕁
９３１
・
９
３
２
５ 

  

花
フ
ェ
ス
タ 

Q
１
月
１６
日
貍
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時 

L
東
武
伊
勢
崎
線
新
越
谷
駅
１
階
コ
ン
コ

ー
ス 

O
市
内
で
生
産
さ
れ
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
・

フ
リ
ー
ジ
ア
な
ど
の
切
り
花
と
シ
ク
ラ
メ

ン
・
ベ
ゴ
ニ
ア
な
ど
の
鉢
物
を
直
売
（
品

物
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
） 

J
農
政
課
蕁
９６３
・
９
１
９
３ 

  

第
１５
回
吉
川
な
ま
ず
の
里
マ
ラ
ソ
ン 

Q
４
月
４
日
豸  

L
吉
川
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
お
あ
し
す 

O
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
１０
袰
、
５
袰
、
３

袰
（
中
学
生
）
、
２
袰
（
小
学
生
・
親
子
・

車
い
す
） 

P
５００
円
〜
３
０
０
０
円 

M
１
月
３１
日
豸 

ま
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
郵
便
振
替
な
ど
で
。
　
　 

J
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
蕁
９８２
・
６
８
０
０ 

  

か
い
ち
ゃ
ん
＆
つ
ぶ
ち
ゃ
ん
誕
生
１
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト 

Q
２
月
２０
日
貍
・
２１
日
豸
　
午
後
１
時
〜

L
ら
ら
ほ
っ
と
み
さ
と
（
ら
ら
ぽ
ー
と
新

三
郷
１
階
） 

O
三
郷
市
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
か
い
ち
ゃ
ん
ク

ラ
フ
ト
ワ
ー
ク
＆
レ
ザ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
作

り
体
験 

P
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
み
５００
円 

J
三
郷
市
産
業
振
興
課
蕁
９３０
・
７
７
２
１ 

  

町
制
４０
周
年
事
業
第
５
回
ま
つ
ぶ
し
吹
奏

楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

Q
１
月
３１
日
豸
　
午
後
２
時
開
演
（
１
時

３０
分
開
場
） 

L
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
（
東
武
伊
勢

崎
線
北
越
谷
駅
東
口
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き

バ
ス
で
「
中
央
公
民
館
前
」
下
車
） 

O
松
伏
町
内
の
吹
奏
楽
団
が
一
堂
に
会
す

る
吹
奏
楽
の
祭
典
で
す
。
１００
名
を
超
え
る

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
「
合
同
演
奏
」
は
圧
巻
で

す
。
お
聴
き
逃
し
な
く
！ 

出
演
／
ま
つ
ぶ
し
吹
奏
楽
団
、
町
内
高
校
・

中
学
校
の
各
吹
奏
楽
部
ほ
か
。 

※
「
合
同
演
奏
」
は
飛
び
入
り
大
歓
迎
。

楽
器
を
持
参
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

P
無
料
（
要
整
理
券
。
中
央
公
民
館
等
で

配
布
） 

J
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
蕁
９９２
・
１
０

０
１ 

  

J
広
聴
広
報
課
蕁
A
４
２
３
 

  

緑
町
一
　
　
溝
口
　
榮
一
 

嵐
去
り
群
青
の
空
雲
さ
が
す
 

大
曽
根
　
　
横
山
　
英
道
 

裸
木
や
形
整
え
庭
師
去
る
 

大
曽
根
　
　
小
倉
　
義
孝
 

逆
さ
富
士
く
ず
す
湖
面
に
對
が
い
鴨
 

鶴
ヶ
曽
根
　
　
小
金
丸
美
智
子
 

年
玉
や
袋
大
小
見
く
ら
べ
て
 

中
央
一
　
　
斎
藤
　
富
吉
 

秩
父
路
の
冬
の
花
火
に
山
車
が
揺
れ
 

大
曽
根
　
　
藤
郷
千
代
子
 

炉
話
は
い
つ
も
の
昔
話
か
な
 

木
曽
根
　
　
古
根
　
昌
明
 

羽
根
つ
き
の
音
夢
う
つ
つ
腕
枕
 

八
潮
七
　
　
小
倉
　
孝
義
 

参
道
の
石
の
灯
籠
雪
化
粧
 

伊
　
草
　
　
井
上
　
進
寿
 

ふ
る
里
の
風
に
色
あ
り
吊
し
柿
 

緑
町
五
　
　
藤
波
　
ふ
み
 

時
雨
る
や
温
も
り
届
く
宅
急
便
 

八
　
條
　
　
大
山
ト
キ
子
 

は
し
ご
あ
り
ス
ダ
レ
も
あ
り
ぬ
干
大
根
 

伊
　
草
　
　
高
橋
　
桂
輔
 

ト
ラ
の
よ
う
飛
躍
を
願
い
年
男
 

  

中
央
一
　
　
猪
瀬
　
利
助
 

路
地
裏
を
行
け
ば
微
風
運
び
来
る
 

　
　
　
仄
か
に
漂
う
木
犀
の
香
よ
 

八
潮
五
　
　
林
　
　
悦
子
 

綾
錦
織
り
な
す
山
々
大
雪
山
 

　
　
　
色
褪
せ
ぬ
ま
に
初
雪
の
舞
う
 

南
後
谷
　
　
山
内
　
久
子
 

つ
か
わ
ね
ば
ま
す
ま
す
忘
る
漢
字
か
な
 

　
　
　
秋
の
夜
長
に
辞
書
引
い
て
い
る
 

八
潮
七
　
　
狩
野
　
　
敏
 

澄
み
渡
る
師
走
の
空
の
満
月
も
 

　
　
　
お
ち
る
落
ち
葉
の
影
を
映
し
て
 

大
曽
根
　
　
椎
野
さ
ち
子
 

此
の
水
が
萎
え
し
草
花
蘇
る
 

　
　
　
思
え
ば
磨
ぎ
汁
流
さ
れ
ず
お
り
 

南
川
崎
　
　
松
谷
　
永
子
 

友
四
人
忘
年
会
を
カ
ラ
オ
ケ
で
 

　
　
　
会
話
と
歌
で
年
の
瀬
迎
え
 

南
後
谷
　
　
杉
村
　
セ
ツ
 

政
局
に
明
る
い
兆
し
見
え
ぬ
ま
ま
 

　
　
　
民
に
応
え
ず
年
は
暮
れ
行
く
 

木
曽
根
　
　
廏
谷
　
多
門
 

煩
悩
を
追
い
払
お
う
と
響
く
鐘
 

　
　
　
遠
く
の
山
に
砕
け
散
り
ゆ
く
 

鶴
ヶ
曽
根
　
　
斉
藤
　
京
子
 

見
て
る
間
に
夕
陽
の
一
条
今
消
え
て
 

　
　
　
見
沼
田
ん
ぼ
は
暗
く
静
ま
る
 

中
央
一
　
　
杉
山
　
正
巳
 

ひ
ん
が
し
の
朝
日
の
浴
び
て
ペ
ダ
ル
漕
ぐ
 

　
　
　
君
の
影
踏
み
倖
せ
か
み
し
む
 

中
央
三
　
　
輪
島
　
　
武
 

年
賀
状
又
来
年
も
来
て
ほ
し
い
 

　
　
　
竹
馬
の
友
よ
お
元
気
で
す
か
 

八
　
條
　
　
種
村
　
幸
子
 

に
ぎ
や
か
に
児
ら
の
降
り
た
る
車
内
に
は
 

　
　
　
余
韻
の
ご
と
く
人
ら
の
笑
み
が
 

 

       　
新
し
く
入
っ
た
両
館
所
蔵
の
資
料
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。
 

 ■
一
般
書
 

「
犬
は
い
つ
も
足
元
に
い
て
」
 

大
森
　
兄
弟
　
著
 

「
ひ
ま
わ
り
事
件
」
 

荻
原
　
　
浩
　
著
 

「
排
出
権
商
人
」
 

黒
木
　
　
亮
　
著
 

「
麻
布
怪
談
」
 

小
林
　
恭
二
　
著
 

「
花
や
散
る
ら
ん
」
 

葉
室
　
　
麟
　
著
 

「
ら
い
ほ
う
さ
ん
の
場
所
」
 

東
　
　
直
子
　
著
 

「
世
界
ク
ッ
キ
ー
」
 

川
上
未
映
子
　
著
 

 ■
児
童
書
 

「
ち
か
１
０
０
か
い
だ
て
の
い
え
」
 

い
わ
い
　
と
し
お
　
作
 

「
み
ん
な
だ
れ
か
に
」
 

a

　c

　c

　o

　t

　o

　t

　o

　
著
 

「
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
か
い
も
の
」
 

た
し
ろ
　
ち
さ
と
　
作
 

「
も
っ
と
ひ
つ
じ
ぱ
ん
」
 

あ
き
や
ま
　
た
だ
し
　
作
・
絵
 

「
な
ぞ
な
ぞ
あ
そ
び
え
ほ
ん
」
 

長
谷
川
　
義
史
　
え
 

「
ち
び
フ
ク
ロ
ウ
の
ぼ
う
け
ん
」
 

ノ
ー
ラ
・
ス
ロ
イ
ェ
ギ
ン
　
文
 

 ■
休
館
日
の
お
知
ら
せ
 

八
幡
・
八
條
図
書
館
（
館
内
整
理
日
）
 

２
月
１
日
豺
 

中
学
校
生
徒
が
普
通
 

救
命
講
習
を
受
講
 

           　
１１
月
６
日
貊
、
八
條
中
学
校
２
年
生
を

対
象
に
普
通
救
命
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

　
市
内
小
中
学
校
に
は
全
校
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
が
設
置
さ
れ
、
各

校
の
教
職
員
は
毎
年
４
月
下
旬
か
ら
プ
ー

ル
指
導
が
始
ま
る
前
ま
で
に
講
習
を
受
け

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
保
健
体
育
の
授
業

の
一
環
と
し
て
、
中
学
校
生
徒
が
心
肺
蘇

生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
に
つ
い
て
講
習
を

受
け
、
応
急
手
当
の
意
義
と
手
順
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
 

　
生
徒
た
ち
は
、
３
時
間
に
わ
た
る
講
義

と
実
習
を
行
い
、
熱
心
に
参
加
し
て
い
ま

し
た
。
 

　
今
後
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
で
き
る
限
り
大
勢
の

人
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

市
内
の
他
の
中
学
校
で
も
計
画
的
に
講
習

会
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
 

行 
と って
み
た
い
な 

な
り
ま
ち 

越
谷
市 

三
郷
市 

吉
川
市 

草
加
市 

松
伏
町 

た
い
せ
つ
 

き
ざ
 

こ
た
 

い
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
し
も
と
 

じ
け
ん
 

お
ぎ
わ
ら
　
　
　
　
　
　ひ
ろ
し
 

く
ろ
 
き
　
 
 
 
 
 
り
ょ
う
 

こ
ば
や
し
　
　き
ょ
う
じ
 

は
む
ろ
　
　
　
　
　り
ん
 

ひ
が
し
　
　
　
　
　
な
お
　
こ
 

お
お
も
り
　
　
　
き
ょ
う
だ
い
 

は
い
し
ゅ
つ
け
ん
し
ょ
う
に
ん
 

あ
ざ
ぶ

か
い
だ
ん
 

は
な
　
　
　ち
 

ば
し
ょ
 

せ
か
い
 

あ
　
　
っ
　
　
こ
　
　
と
　
　
と
　
　
　ち
ょ
 

か
わ
か
み
　
み
　
え
　
こ
 

さ
く
 

さ
く
 

ぶ
ん
 

さ
く
　
　
え
 

は
せ
が
わ
　
　
よ
し
ふ
み
 

※問題が生じた時は当事者間で解決していただき、
市は責任を負いかねます。 
MJ商工観光課蕁A３３６ 

不用品あっせんコーナー 
ゆずります 

犬小屋（ステンレス製２畳、９０００円） 

オウム真理教教団に抗議行動！ 
　八潮市オウム真理教対策協議会（会長=瀬戸知英子市議会議長）
では、１２月１９日（土）、教団の早期退去を求める抗議行動を行い
ました。 
　これは、オウム真理教団（現アレフ）の拠点施設である大瀬施設
で、在家信者を中心としたセミナーが開催されるなど、依然として
教団の活動が継続している状況から抗議行動を行ったもので、当日
は、協議会関係者を始め、町会・自治会から市民１８０人が参加され
ました。 
　教団施設前では、オウム真理教反対のシュプレヒコールを行い、
施設からの早期退去と解散を求める要請書を教団側へ手渡しました。 
 

J交通防災課蕁A３０５ 

呼吸の確認 

胸骨圧迫 


